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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第142期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第143期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第142期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

営業収入（千円） 11,991,5889,185,39443,512,056

経常利益（千円） 892,304 169,7632,579,444

四半期（当期）純利益（千円） 534,100 85,255 1,727,894

純資産額（千円） 10,819,11211,337,23511,315,411

総資産額（千円） 27,197,96525,280,57624,360,933

１株当たり純資産額（円） 373.84 391.87 391.15

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 18.49 2.95 59.81

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 39.7 44.8 46.4

営業活動による
キャッシュ・フロー（千円）

844,562△267,1782,709,781

投資活動による
キャッシュ・フロー（千円）

△122,260△573,558△856,955

財務活動による
キャッシュ・フロー（千円）

244,965 702,567△1,646,595

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 3,674,6262,763,9582,888,162

従業員数（人） 1,124 1,087 1,114

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収入には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 1,087    (144)

（注）従業員は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

    を含む）であります。臨時雇用者数（派遣社員を含む）については、当第１四半期連結会計期間の平均人数を

 　（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 299    (66)

　（注）従業員は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であります。

　　　臨時雇用者数（派遣社員を含む）については、当第１四半期会計期間の平均人数を（　）外数で記載しておりま　

　　　す。　　　　　　　　　

EDINET提出書類

株式会社宇徳(E04335)

四半期報告書

 3/25



第２【事業の状況】

１【営業の状況】

営業実績

　当第１四半期連結会計期間の営業実績は、次のとおりであります。

(イ）営業収入

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　
前年同四半期比（％）　

　

港湾事業（千円） 3,157,843 　　△29.3

物流事業（千円） 3,216,330 △28.2

プラント事業（千円） 2,704,349 △7.5

不動産・その他事業（千円） 106,871 △5.2

計（千円） 9,185,394 △23.4

　（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(ロ）主要顧客別営業状況

相 手 先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

金　　　額（千円） 割　　　合（％） 金　　　額（千円） 割　　　合（％）

㈱商船三井 2,015,537 16.8 1,571,937 17.1

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間における世界経済は中国など一部において景気の持ち直しの兆しを見せ始めております

が欧米では深刻な状況が続いており、わが国においても企業業績は低迷し設備投資も減少を続けるなど前年度後半に

引き続き厳しい事業環境にて推移しました。

　

　当社ではグループの総力をあげて営業活動を展開した結果、セグメント別の業績は次のとおりとなりました。

　

上段：営業収入　下段：営業損益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(百万円)

事業の種類別

セグメントの状況

前第１四半期連結会計期間

（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結会計期間

（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

増減額 増減率

　港湾事業

　

4,471 3,157 △1,314△29.3％　

568 △28 △597 　－

　物流事業

　

4,480 3,216 △1,264△28.2％　

172 67 △105 △60.9％　

　プラント事業

　

2,926 2,704 △221 △7.5％　

114 95 △19 △16.7％　

　不動産その他事業

　

112 106 △5 △5.2％　

22 31 8 39.5％　

　

①港湾事業

  当社事業の基盤である京浜港における荷動きは輸出の一部に回復の兆しがあわられてはきたものの先行きは不透

明な状況が続いております。当社の取扱いは、コンテナにつきましては前年同期比減ながら安定的であったものの、車

輌および建設車輌は依然として前年同期比半減の低水準で推移いたしました。この結果営業収入は前年同期比大幅な

減少となり、営業損益につきましては固定費が収益を圧迫し営業損失を計上する結果となりました。

②物流事業

  物流事業におきましても貿易の停滞を受け厳しい状況が続いております。海上輸送契約は大型案件を継続的に受注

できましたが、全般的に減少した取扱貨物量は復調にいたらず営業収入は前年同期に比べ大きく減少いたしました。

取扱い貨物量の減少に伴い倉庫の集約化・運行車輌の見直し等の諸施策を実施しコスト削減に努めましたが営業利

益は前年同期比減益の結果となりました。

 

③プラント事業

  国内外において設備投資が減少するなど厳しい事業環境が続いておりますが、国内においては電力関連工事を中心

に一般工事等広く受注に努め、またシンガポールにおいて施工中の化学プラント関連工事等が順調に推移した結果、

営業収入は前年同期に比べ減収となりましたものの営業利益はほぼ前年同期並みの結果となりました。

④不動産・その他事業

　ほぼ前年同期並みの収入および営業利益となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は27億６千３百万円と

なり、前連結会計年度末比１億２千４百万円の減少となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は２億６千７百万円（前年同期は８億４千４百万円の収入）となりました。主なプラ

ス要因は、税金等調整前四半期純利益１億７千３百万円、減価償却費２億３千２百万円、営業債務の増加額２億９千７

百万円等であり、主なマイナス要因は、賞与引当金の減少額４億６百万円、営業債権の増加額５億１千３百万円等であ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は５億７千３百万円（前年同期は１億２千２百万円の支出）となりました。主な要因

は、有形固定資産及び投資有価証券の取得による支出５億５千３百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は７億２百万円（前年同期は２億４千４百万円の収入）となりました。主なプラス要

因は、短期借入金増加額９億８千８百万円等であり、主なマイナス要因は、配当金の支払額１億８千万円であります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成21年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 29,106,000 29,106,000
東京証券取引所

（市場第一部）

 単元株式数

 100株

計 29,106,000 29,106,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数
（株）

発行済株式総数

残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年4月1日～

平成21年6月30日
－ 29,106,000 － 1,455,300 － 330,659

 

（５）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。　
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（６）【議決権の状況】

  当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年3月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成21年6月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式     217,700 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式  28,877,000 288,770　　　　　－

単元未満株式  普通株式      11,300 －
1単元（100株）未満の　　

　株式

発行済株式総数 29,106,000 － －

総株主の議決権 － 288,770 －

 

②【自己株式等】

 平成21年6月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社宇徳
神奈川県横浜市中区弁天

通6-85
217,700ー 217,700 0.75

計 － 217,700ー 217,700 0.75

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５　月 ６　月

最高（円） 323 319 350

最低（円） 276 278 305

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,763,958 2,893,690

受取手形及び営業未収入金 7,371,636 6,945,505

貯蔵品 9,297 8,155

繰延税金資産 428,998 356,418

その他 849,062 799,543

貸倒引当金 △19,612 △18,294

流動資産合計 11,403,341 10,985,018

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,367,534 5,469,628

機械装置及び運搬具（純額） 789,886 817,884

工具、器具及び備品（純額） 120,830 124,708

土地 2,605,385 2,605,385

リース資産（純額） 180,394 189,093

建設仮勘定 366,090 72,778

有形固定資産合計 ※1
 9,430,120

※1
 9,279,478

無形固定資産

その他 1,249,607 1,254,379

無形固定資産合計 1,249,607 1,254,379

投資その他の資産

投資有価証券 1,418,759 1,052,632

繰延税金資産 707,604 773,512

その他 1,101,195 1,045,765

貸倒引当金 △30,051 △29,852

投資その他の資産合計 3,197,507 2,842,056

固定資産合計 13,877,235 13,375,914

資産合計 25,280,576 24,360,933
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 3,772,096 3,425,703

短期借入金 2,692,447 1,699,159

1年内返済予定の長期借入金 962,016 1,024,516

リース債務 55,873 48,535

未払法人税等 182,595 349,642

繰延税金負債 1,685 1,445

賞与引当金 187,281 593,510

役員賞与引当金 12,787 54,400

未払費用 238,875 261,590

その他 1,256,395 780,479

流動負債合計 9,362,054 8,238,983

固定負債

長期借入金 1,589,556 1,620,556

リース債務 136,109 151,955

繰延税金負債 21,686 20,953

退職給付引当金 2,538,369 2,617,072

役員退職慰労引当金 117,128 134,117

負ののれん 5,442 10,884

その他 172,994 250,999

固定負債合計 4,581,286 4,806,538

負債合計 13,943,340 13,045,521

純資産の部

株主資本

資本金 1,455,300 1,455,300

資本剰余金 330,682 330,682

利益剰余金 9,287,601 9,433,451

自己株式 △33,610 △33,610

株主資本合計 11,039,973 11,185,823

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 422,599 317,711

繰延ヘッジ損益 － 1,578

為替換算調整勘定 △142,228 △205,614

評価・換算差額等合計 280,371 113,676

少数株主持分 16,891 15,912

純資産合計 11,337,235 11,315,411

負債純資産合計 25,280,576 24,360,933
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業収入 11,991,588 9,185,394

営業費用 9,679,517 7,710,985

営業総利益 2,312,070 1,474,408

販売費及び一般管理費 ※
 1,433,914

※
 1,308,815

営業利益 878,156 165,593

営業外収益

受取利息 3,364 1,477

受取配当金 19,559 7,103

負ののれん償却額 5,442 5,442

消費税等納付免除益 9,335 －

その他 6,340 18,094

営業外収益合計 44,042 32,117

営業外費用

支払利息 23,161 15,290

持分法による投資損失 4,651 4,127

その他 2,082 8,529

営業外費用合計 29,895 27,947

経常利益 892,304 169,763

特別利益

固定資産売却益 1,578 4,387

貸倒引当金戻入額 1,625 －

特別利益合計 3,203 4,387

特別損失

固定資産除売却損 433 632

特別損失合計 433 632

税金等調整前四半期純利益 895,074 173,517

法人税、住民税及び事業税 396,736 154,600

法人税等調整額 △35,763 △66,338

法人税等合計 360,973 88,262

四半期純利益 534,100 85,255
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 895,074 173,517

減価償却費 219,907 232,289

負ののれん償却額 △5,442 △5,442

退職給付引当金の増減額（△は減少） △85,074 △79,648

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △28,460 △16,989

賞与引当金の増減額（△は減少） △378,117 △406,228

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △38,700 △41,612

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,940 1,516

受取利息及び受取配当金 △22,924 △8,580

支払利息 23,161 15,290

持分法による投資損益（△は益） 4,651 4,127

固定資産除売却損益（△は益） △1,145 △3,755

営業債権の増減額（△は増加） 687,570 △513,133

営業債務の増減額（△は減少） △396,174 297,022

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,085 36,726

その他の資産の増減額（△は増加） △38,404 △115,961

その他の負債の増減額（△は減少） 630,894 413,282

その他 227 △1,072

小計 1,457,017 △18,649

利息及び配当金の受取額 22,701 8,013

利息の支払額 △19,166 △13,870

法人税等の支払額 △615,990 △242,671

営業活動によるキャッシュ・フロー 844,562 △267,178

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △102,701 △353,188

有形固定資産の売却による収入 3,030 10,956

投資有価証券の取得による支出 － △200,000

定期預金の預入による支出 △5,528 －

定期預金の払戻による収入 5,512 5,528

貸付けによる支出 △43,310 △47,319

貸付金の回収による収入 19,081 6,672

その他の支出 △22,898 △1,650

その他の収入 24,551 5,442

投資活動によるキャッシュ・フロー △122,260 △573,558
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 553,458 988,544

長期借入れによる収入 200,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △328,500 △293,500

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,103 △11,659

配当金の支払額 △178,811 △180,817

その他 △77 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 244,965 702,567

現金及び現金同等物に係る換算差額 △29,529 13,965

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 937,736 △124,203

現金及び現金同等物の期首残高 2,736,889 2,888,162

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,674,626

※
 2,763,958
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　　該当事項はありません。

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項

目を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性に関しては、前連結会計年度末の検討におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに、前連結会計年度

末からの重要な一時差異の変動を加味したものを使用する方法によって

おります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、20,091,285千円

であります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、19,918,263千円

であります。

　２．保証債務

次の会社の金融機関借入金について保証をしており

ます。

㈱ワールド流通センター 863,400千円

　㈱ワールド流通センターに対する保証債務金額は、

当社負担金額を記載しており、他社負担額を含めた

連帯保証債務総額は、18,502,400千円であります。

　２．保証債務

次の会社の金融機関借入金について保証をしており

ます。

㈱ワールド流通センター 890,100千円

　㈱ワールド流通センターに対する保証債務金額は、

当社負担金額を記載しており、他社負担額を含めた

連帯保証債務総額は、19,074,000千円であります。

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料 591,387 千円

賞与引当金繰入額 117,277 千円

役員賞与引当金繰入額 12,900 千円

退職給付費用 46,613 千円

役員退職慰労引当金繰入額 15,764 千円

減価償却費 18,314 千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料 560,765 千円

賞与引当金繰入額 91,221 千円

役員賞与引当金繰入額 9,537 千円

退職給付費用 46,486 千円

役員退職慰労引当金繰入額 16,262 千円

減価償却費 23,876 千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在） （平成21年６月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 3,680,154

預入期間が３か月を超える定期預金 △5,528

現金及び現金同等物 3,674,626

 

 （千円）

現金及び預金勘定 2,763,958

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 2,763,958
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年

６月30日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 29,106千株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 217千株

　３．配当に関する事項

 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 231,106 8.0 平成21年３月31日 平成21年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　
港湾事業
(千円)

物流事業
(千円)

プラント事業
(千円)

不動産・その
他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収入        

(1）外部顧客に対する営業

収入
4,471,8574,480,8302,926,114112,78611,991,588 － 11,991,588

(2）セグメント間の内部営

業収入又は振替高
148,670 38,268 29,991 13,636 230,566(230,566) －

計 4,620,5274,519,0982,956,105126,42212,222,155(230,566)11,991,588

営業利益 568,974172,206114,489 22,485 878,156 － 878,156

 

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　
港湾事業
(千円)

物流事業
(千円)

プラント事業
(千円)

不動産・その
他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収入        

(1）外部顧客に対する営業

収入
3,157,8433,216,3302,704,349106,8719,185,394 － 9,185,394

(2）セグメント間の内部営

業収入又は振替高
154,061 97,130 6,018 28,536 285,746(285,746) －

計 3,311,9043,313,461　　 2,710,367135,4079,471,141(285,746)9,185,394

営業利益又は営業損失

（△）
△28,292 67,180 95,319 31,387 165,593 － 165,593

　（注）１．事業区分の方法：事業区分は連結会社の事業活動における業務の種類・性質及び役務の提供方法の類似性を

勘案し、区分しております。

２．各事業区分に属する主要な内容

港湾事業　　　　　：港湾荷役作業、ターミナル作業、港湾関連作業

物流事業　　　　　：物流貨物の輸送及び取扱業、貨物保管荷捌及び取扱業

プラント事業　　　：大型機械等の輸送据付、保繕作業、構内作業

不動産・その他事業：不動産賃貸業及びその他事業
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収入       

(1）外部顧客に対する営業収入 10,333,2881,334,356323,94411,991,588 － 11,991,588

(2）セグメント間の内部営業収入又は

振替高
19,694 4,859 13,277 37,830 (37,830) －

計 10,352,9821,339,215337,22112,029,418(37,830)11,991,588

営業利益又は営業損失（△） 904,522△31,905 5,539 878,156 － 878,156

　

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収入       

(1）外部顧客に対する営業収入 7,704,5001,404,30776,5869,185,394 － 9,185,394

(2）セグメント間の内部営業収入又は

振替高
165,088 4,381 12,755 182,224(182,224) －

計 7,869,5881,408,68889,3419,367,618(182,224)9,185,394

営業利益又は営業損失（△） 99,701 69,411 △3,519 165,593 － 165,593

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

　　　　２．前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間の「アジア」に属する国又は地域の内訳は次のとお

りであります。

　アジア　　　　……　シンガポール、タイ、マレーシア
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）
 アジア 米国 計

Ⅰ　海外営業収入　（千円） 1,334,356 323,944 1,658,300

Ⅱ　連結営業収入　（千円） － － 11,991,588

Ⅲ　連結営業収入に占める海外営業収入の割
合　（％）

11.1　 2.7　 13.8　

　

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）
 アジア 米国 計

Ⅰ　海外営業収入　（千円） 1,404,307 76,586 1,480,894

Ⅱ　連結営業収入　（千円） － － 9,185,394

Ⅲ　連結営業収入に占める海外営業収入の割
合　（％）

15.3　 0.8　 16.1　

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

　　　　２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　アジア　……　シンガポール、タイ、マレーシア

　米国　　……　米国

　　　　３．海外営業収入は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における営業収入であります。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 391.87円 １株当たり純資産額 391.15円

２．１株当たり四半期純利益金額等

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 18.49円  2.95円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額

　なお、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため記載しておりま

せん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため記載しておりま

せん。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 534,100 85,255

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 534,100 85,255

期中平均株式数（千株） 28,888 28,888

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月14日

株式会社宇徳

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 浜村　和則　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　茂盛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宇徳の平成

20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月

30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宇徳及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月14日

株式会社宇徳

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 浜村　和則　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　茂盛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宇徳の平成

21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月

30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宇徳及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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